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町

長

金

さ

本
目
盛
に
、
朝
日
町
議
会
定
例
会
に
お
一
赤
字
を
解
消
し
、
陛
か
な
が
ら
国
民
・
字
を
見

い
て
、
昭
和
三
十
三
年
度
一
般
会
計
設
に

一
込
む
こ
と
を
得
る
に
予
り
ま
し
た
こ
と
は

各
団
特
別
会
計
歳
入
競
市
予
算
案
を
始
め
一
町
符
政
将
来
の
た
め
喜
ば
し
い
次
第
で
あ

町
政
上
重
要
諸
案
件
に
つ
き
ま
し
て
、
各

一
り
ま
す
。

位
の
御
審
議
を
煩
し
ま
す
こ
と
は
、
私
の

一

昨
年
は、

国
鉄
宮
崎
駅
の
新
設
を
見
、

最
も
欣
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
一
町
二
駅
の
宿
願
が
遥
せ
ら
れ
、
叉
山
崎

朝
日
町
発
足
以
来
四
年
を
経
過
し
た
の

一
拠
地
林
道
は
引
税
き
名
台
座
品
川
休
日
の
手

で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
問
絶
え
ず
住
民
の
一
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
本
年
中
に
は
、
越
道

親
和
と
協
調
の
下
に
新
町
一
丸
と
し
て
四
一

峠
を
超
え
る
予
定
で
あ
り
、
海
上
保
安
庁

成
す
る
よ
う
に
努
め
て
参
っ
た
の
で
あ
り

一
の
日
時
ぬ
ぽ
台
の
建
設
及
び

一
位
余
も
例
代

ま
す
。

－
す
る
、
電
ん
『
公
社
滅
山
知
的
柑
中
継
所
の
新

従
っ
て
、
夫
々
の
田
町
村
の
特
殊
明
的
一
設
も
決
定
せ
ら
れ
近
〈
許
工
の
述
び
に
歪

に
考
慮
を
払
い
つ
L

も
行
政
儀
併
の
間
紫
一
ら
ん
と
し
て
お
り
ま
す
。

化
を
図
り
、
消
防
、
教
育
、
産
業
、
社
会

一

更
に
当
竹
内
に
お
け
る
発
電
忠
実
計
画

短
祉
な
ど
多
方
面
に
亘
り
、
金
額
的
に
は

一も
若
々
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す

そ
の
大
を
誇
る
訳
に
は
ゆ
か
な
い
ま
で
も
一
が
、
若
し
之
れ
が
実
現
を
見
た
暁
に
お
い

逐
次
、
新
規
施
投
と
舵
比
例
制
を
行
っ
て
か
っ

一
て
は
、
町
財
政
も

一
段
の
飛
W
を
問
符
す

た
の
で
あ
る
が
、
各
位
を
始
め
町
民
の
御
一
る
こ
と
が
で
き
、
前
糸
、
出
に
品
川叫
・に
満

協
力
に
よ
り
町
行
政
は
漸
次
仲
肢
の
怖
に

一
ち
て
お
り
ま
す
。

就
き
つ
L
あ
る
こ
之
を
信
じ
感
謝
に
唱
え
一

更
に
本
年
秋
季
に
は
、
国
民
体
育
大
会

な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

一も
当
町
に
開
服
せ
ら
れ
、

広
く
朝
日
町
の

一
面
、
合
併
時
以
来
の
赤
字
を
克
服
し
一
紹
介
に
資
し
、
叉
町
民
体
育
J

向
上
の
気
運

財
政
の
健
全
化
を
図
る
こ
と
に
も
、
多
大
一
の
眼
成
と
町
民
の
健
康
ヒ
稗
持続
す
る
と
こ

の
腐
心
と
努
力
を
払
っ
て
参
っ
た
の
で
あ
一
ろ
、
決
し
て
出
少
で
な
い
こ
と
に
思
い
を

り
ま
す
が
、
幸
に
各
位
の
厚
き
御
協
力
を
い
た
す
と
き
、
制
日
町
の
前
途
は
実
に
洋

煩
し
、
昭
和
三
十
二
年
度
を
も
っ
て
蹴
計

一
h

た
る
を
い
じ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
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〈
一
一
一
月
十
二
日
定
例
撰
会
に
お
い
て
）

－一月

一
四
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一一
一
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二
二
日

二
四
日

二
六
日

二
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日

二
八
日

月

一
日

三

日

四

日

七六五

日日日

九
円

一
一
日

一一

一日

ニ

刷

司

明

一

砿
は
一
閥
、
職
民
と
共
に
力
を
併
せ
、

一笠
理
或
は、

良
林
水
産
業
、
商
工
業
の
損

逮
印
れ
料
工
夫
を
援
し
、
町
一
拐
の
進
肢
と
町
民
福
祉
一
問問
、
観
光
施
設
の
充
央
な
ど
施
設
す
べ
き

越
月
の
刑
進
を
図
る
よ
う
全
力
を
尽
す
玄
悟
で

一
も
の
が
極
め
て
数
多
く
特
に
本
年
度
は
当

菅

両
一
り

j
あ
り
す
す
。
何
本
各
此
の

一
間
の
御
側
鑓
一
町
に
お
い
て
凶
民
一
体
育
大
会
の
開
仰
に
伴

大

円

一
を
憎
ん
で
止
ま
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
一
う
鮪
般
の
経
世
も
必
裂
を
生
ず
る
こ
と
と

3
人
内
所
目
い

一

た
だ
野
中
地
区
の
一
郎
に
お
い
て
当
同
一
存
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

行

場

宮

一
を
始
め
各
位
の
御
努
力
に
も
拘
ら
ず
、
境
一

一
面
、
本
年
度
よ
り
地
方
交
付
税
に
お

第
発
役
蹴
行
1

一
界
変
質
を
求
む
る
争
論
の
つ
ど
け
ら
れ
て

一
い
て
、
千
分
の
十
五
が
引
上
げ
ら
れ
る
こ

宮
兼

町

価

一

一

県
日

一
い
る
こ
と
は
向
に
遺
憾
で
あ
り
交
す
。

一と
と
な
り
、
叉
前
年
班
作
に
伴
う
税
牧
の

部
制
印
発
定

一

連
か
に
関
係
町
民
の
了
解
な
得
、
問
題

一
自
然
用
な
ど
も
多
少
見
込
ま
る
る
の
で
あ

解
消
の
光
明
を
見
出
す
ベ
く
努
力
を
尽
し

一
・
り
ま
す
が
、
現
花
に
お
い
て
は
再
陸
前
倒

て
参
い
り
た
い
と
存
ず
る
の
で
あ
り
ま
す

一
計
上
の
歳
入
の
枠
で
予
算
を
編
成
し
な
け

が
、
各
位
に
お
か
れ
ま
し
で
も
こ
の
上
一

一
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て

屈
の
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
4
御
願
い
申

一遺
憾
な
が
ら
殆
ん
ど
新
施
設
は
後
白
地
収

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

一財
濃
の
確
立
を
挨
っ
て
、
逐
次
緊
急
度
に

本
町
は
町
財
政
を
速
急
に
健
全
化
し
、

一
応
じ
て
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
御

赤
字
を
兎
服
し
て
そ
の
円
滑
な
る
運
営
を
一
了
承
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

期
す
る
こ
と
が
今
後
の
、
町
勢
発
展
の
た

一

今
回
計
上
し
た
主
な
る
も
の
は
、

め
に
執
る
べ
き
恨
周
の
急
務
と
閉
め
、
崎

一

①
小
学
校
改
策
本
諜

和
三
十
一
化
，
地
方
財
政
叫
也
捕
位
法
の
適
一一

①

中

学

校

m策
事
業

川
を
受
け
、
昭
和
二
十
九
年
度
末
に
償
滋

一

の
義
務
を
有
し
た
れ
依
四
千
八
百
万
円
を

一

①

道
路
橋
梁
の
新
設
改
良

財
政
再
挫
債
に
借
替
へ
、
昭
和
三
十
二
年
一
①
土
木
耕
地
災
害
復
旧
事
業

度
よ
り
八
カ
年
間
に
償
還
す
る
こ
と
と
し

一

①

土

地
改
良
事
業
助
成

そ
の
他
の
赤
字
は
昭
和
三
十
一
年
度
及
び

一一

＠

失
菜
対
策
事
業

昭
和
三
十
二
年
度
に
お
い
て
解
消
す
る
如

一

〈
昨
地
計
耐
を
間
て
忠
実
に
そ
の
実
行
に

一

①

漁
港
修
築
事
業

当
る
こ
と
に
い
た
し
た
の
で
ら
り
ま
す
。

一

＠

小
丸
山
グ
ラ
ン
ド
整
備
費

こ
の
計
岡
県
施
の
結
果
、
附
利
三
十
二

一

①

位
渓
セ
ン
タ
ー
繋
備
費

年
度
に
お
レ
て

一
応
既
往
の
赤
学
を
解
消

一一

＠

庁

用
自
動
車
購
入

し
、
昭
和
三
十
三
年
度
に
臨
む
こ
と
を
得

一

る
に
穿
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
c

一－
な
ど
で
あ
り
ま
し
て
、
継
続
的
の
経
費
も

附
和
三
十
三
年
度
の
予
算
編
成
に
当
り

一多
く
、
も
と
よ
り
不
充
分
と
は
存
じ
ま
す

ま
し
て
は
、
あ
く
ま
で
、
臨
全
財
政
の
陥

一
．か
、
少
い
財
源
の
中
か
ら
実
施
を
考
慮
し

ぷ
宏
ホ
叫
と
レ
た
し
ま
し
た
。

一
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
斯
く
し
て
銅
山
肌
レ

①

同
組
計
削
に
憎
悔
し
、
そ
の
枠
を
外

一
た
し
ま
し
た
予
算
祭
は
御
手
元
に
間
付
い

さ
な
い
こ
と
。

一

た

し
ま
し
た
と
お
り
、

①
年
度
内
に
赤
字
を
出
さ
な
い
こ
と
。

一

総
額
一
億
三
百
四
十
万
円
で
あ
り
ま
し

を
拡
礎
と
い
た
し
ま
し
て
、
綜
合
的
に
町
一
て
、
こ
れ
を
三
十
二
年
度
当
初
予
算
に
比

民
の
制
祉
地
進
を
町
勢
の
伸
展
に
寄
与
す

一
す
れ
ば
七
百
二
十
八
万
三
千
二
百
十
四
円

る
如
く
予
算
の
醇
げ
に
怠
を
釦
い
た
の
で

一
の
減
と
相
成
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

あ
り
を
す
。

－

勿
論
小
中
学
伎
の
開
設
備
の
補
修
、
新
一

設
を
始
め
、
町
泊
の
盤
側
、
消
防
施
設
の

一

公
明
選
挙
「
務
し
あ
い
」

の
会
野
中
地
区
に
お
い
て

第
九
管
区
海
上
保
安
官
、

樋
山
氏
来
町
、
宮
崎
置
台

新
設
現
場
調
査
の
た
め

国
体
事
務
局
の
打
合
会

平
和
観
音
傑
建
立
協
議
会

国
体
常
任
蛋
員
会
開
催
、

小
丸
山
グ
ラ
ソ
ド
視
察
等

泊
外

一
地
区
用
水
専
門
護

員
会
開
催

例
月
会
計
検
査
実
施

郡
内
教
育
長
協
議
会
本
庁

に
て
開
催

教
育
委
員
会
。
水
道
組
合

長
会
議
開
催

公
営
住
宅
入
居
者
抽
せ
ん

会
。
母
子
稲
祉
資
金
貸
付

に
つ
い
て
の
協
議
会

競
会
特
別
委
員
会
及
び
全

体
協
議
会
。

遺
族
会
長
会
議

議
会
特
別
蚕
員
会

議
会
議
員
協
議
会

新
市
町
村
建
設
促
進
委
員

会
第
二
小
要
員
長
中
島
氏

立
び
小
林
地
方
謀
長
、
鈴

木
綴
創
刊
係
長
来
庁

関
電
北
器
支
社
総
本
氏
小

川
地
滑
誤
査
完
了
に
つ
き

来
庁
。
選
挙
管
理
委
員
会

開
催
。
段
業
委
員
滋
挙
人

名
活
縫
出血
に
つ
い
て

出
蚕
段
地
部
会
開
催

説
会
部

μ協
験
会

県
四
冷
水
害
対
策
矧
成
同

盟
協
議
会
ハ
黒
部
市
に
て
〉

議
会
議
員
協
議
会

同
体
指
帯
都
習
金

（
静
岡
肉
体
の
映
画
会
〉

定
例
町
践
会
招
集

町
三
十
三
年
度
予
算
外
ご

十
冗
案
件
に
つ
い
て
審
践

7 
9 



(2) 

リ
緑
化
運
動
に

協
力
し
ま
し
ょ
う
い

荒
廃
そ
の
極
に
達
し
た
我
が
国
土
も
政
府

の
積
極
的
造
林
施
策
と
民
間
に
お
け
る
国

土
緑
化
運
動
の
進
展
に
よ
り
戦
後
十
余
年

に
し
て
漸
ヤ
立
直
り
の
姿
勢
を
克
つ
L
あ

る
も
、
一
方
森
林
資
源
の
消
費
矧
加
に
よ

っ
て
生
長
盤
を
誼
か
に
上
廻
る
伐
採
と
之

が
後
に
起
る
水
災
害
の
頻
発
は
我
々
の
生

活
に
少
か
ら
ざ
る
脅
戚
を
与
え
て
い
る
現

状
で
あ
り
ま
す
。

此
の
防
止
策
と
し
て
今
年
も
昨
年
同
様
国

民
挙
げ
て
の
緑
化
推
進
運
動
が
四
月
一
白

か
ら
実
施
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
「
山
を
治
む
る
は
先
ず
組
林
」
と
又
特

に
第
十
三
回
国
体
が
本
町
で
も
開
催
さ
れ

る
運
び
と
な
り
、
よ
り
一
層
「
縁
し
た
与

る
朝
日
町
建
設
」
の
た
め
二
戸
一
本
植
樹

運
動
に
御
賛
同
賜
わ
る
様
御
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

昭和33年3月~o日発行ひさ

国
体
の
準
硬
式
野
球
会
場
と
な
る
小
丸

山
グ
ラ
ン
ド
は
町
費
と
住
民
の
寄
附
に
よ

っ
て
拡
強
工
事
が
初
め
ら
れ
た
が

一
応
の

掘
り
下
げ
作
業
が
終
り
目
下
土
ど
め
の
石

垣
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
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育南南椿ハ八
重
乙
女
〉

金
モ
ク
セ
イ

え

に

し

だ

カ

エ

デ

シ
イ
タ
ケ
の
栽
培
法
付

接
関
が
終
っ
た
ら
四

0
日
間
位
風
の
通
ら

な
い
暖
い
所
に
償
み
重
ね
廷
を
か
け
時
h

水
を
か
け
、
臨
商
が
原
木
に
移
っ
た
ら
、

こ
れ
を
排
水
、
通
風
共
に
良
好
で
日
が
チ
一

7
1入
る
場
所
へ
移
し
、
一
尺
位
の
高

一

さ
に
慣
木
を
渡
し
、
そ
れ
に
立
て
か
け
五

一

J
六
丹
頃
多
限
に
な
ら
な
レ
様
に
日
光
を

一

当
て
通
風
を
良
く
し
梅
雨
期
が
過
ぎ
た
ら

一

必
ず
上
下
反
転
し
て
立
直
し
て
下
さ
い
。

一

又
夏
直
射
日
光
の
当
る
所
は
租
張
又
は
ム

一

シ
ロ
等
で
斑
っ
て
下
さ
い
。

一

こ
う
し
て
、

担
年
の
存
と
も
な
り
ま
す
と

一

シ
イ
タ
ケ
が
発
生
し
始
め
ま
す
か
ら
山
々

湿
気
の
多
レ
木
の
下
等
に
移
し
高
さ
二
尺

一

位
に
渡
し
た
樹
木
に
合
掌
型
に
立
て
か
け

一

ま
す
。

一

こ
の
ま
与
で
五
年
間
毎
年
春
秋
二
回
自
然

一

に
（
気
温
一

O
度

1
二
O
度
位
）
発
生
を

－

見
ま
す
が
発
生
量
は
原
木
の
約
二
割
位
出

一

る
と
思
い
ま
す
。

一

泊
郵
便
局
で
三
月
一
日
か
ら

風
景
入
通
信
日
附
印
使
用
グ

風
景
入
通
信
日
附
印
は
全
国
的
に
著
名

な
名
所
、

史
跡
、
天
然
記
念
物
等
の
所
在

地
郵
似
向
若
し
く
は
そ
の
分
室
に
お
い
て

観
光
客
、
そ
の
他
日
附
印
使
附
に
対
す
る

要
望
一が
ゆ
め
り
、
そ
の
使
用
効
米
を
相
当
期

待
で
き
る
場
合
に
限
っ
て
使
用
で
き
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

観
光
の
町
、
朝
日
町
泊
郵
便
局
に
お
い

て
も
一
ニ
月
一
日
か
ら
使
用
し
て
お
り
ま
す

図
案
は
金
沢
郵
政
局
の
吉
沢
弘
氏
の
作

で
、
小
川
侃
泉
を
耐
ぎ
朝
日
斤
簡
を
表
現
し

た
。
引
制
町
の
観
光
を
凶
内
は
申
す
ま
で

も
な
く
外
地
に
も
紹
介
で
き
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

一

使
用
方
法
は
！
料
金
を
完
納
し
た
書

一

状
（
手
紙
）
設
び
に
裏
而
全
部
又
は
大
部

一

分
に
絵
閥
、
写
真
、
書
、
図
、
印
影
等
を

一

現
わ
し
た
通
常
は
が
き
、
往
復
は
が
さ
、

一

の
引
受
け
に
使
用
い
た
し
ま
す
。
但
し
こ

一

れ
は
、
希
選
で
郵
促
局
窓
口
に
話
し
出
し

一

の
も
の
に
限
り
使
間
す
る
こ
と
に
な
っ
て

一

お
り
ま
す
。

一

笹
川
の
一
氷
久
橋
完
成
す

総
工
費
二
百
三
十
万
円
を
以
て
昨
年
十

一
月
に
着
工
さ
れ
た
ト
ン
ネ
ル
口
の
永
久

橋
が
で
き
上
り
こ
の
程
完
工
検
査
が
行
わ

れ
た
。
巾
六
・
五
米
、
長
さ
十
七
米
コ

ン

ク
リ
ー
ト
の
立
派
な
も
の
で
あ
る
。

な
お
こ
の
臼
附
印
は
消
印
の
み
に
使
用

す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

記
念
の
た
め
に

押
印
さ
れ
る
場
合
は
郵
政
省
発
行
の
郵
便

は
が
き
、
あ
る
い
は
五
円
以
上
の
郵
便
切

手
に
対
し
消
印
の
求
め
に
応
じ
て
使
用
し

ま
す
。この
場
合
の
は
が
き
、
切
手
は
消
印
済

の
も
の
と
な
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
ま
ま
郵

便
物
と
し
て
差
し
出
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

8 
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学
校
教
育
研
究
会
総
会

朝
日
地
区
学
陵
教
育
研
究
会
は
二
月
二
十

四
日
午
后
一
時
か
ら
泊
中
学
校
で
総
会
を

開
い
た
。

先
ず
川
川
上
副
会
長
の
開
会
の
挨
拶
が
あ
り

坂
東
教
育
委
負
長
、
杉
原
県
教
組
文
化
部

長
の
激
励
の
一
言
葉
に

つ
い
で
、
立
合
研
究
部

の
一
ヶ
年
に
わ
た
る
研
究
成
果
の
発
表
が

符
わ
れ
た
。
国
語
、
社
会
、
鹿
科
、
体
育

背
裁
の
教
科
研
究
部
、
更
に
道
徳
教
育
、

P
T
A
研
究
部
と
着
実
な
研
究
笑
践
が
次

の
先
生
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
、
こ
れ
に
対

し
活
躍
な
討
議
が
な
さ
れ
た
。

悶

語

扇

谷

三
枝

社

会

稗

田

－

夫

理

科

水

島

徳
寿

体

育

草

野

三

郎

音

楽

鈴

見

英

一

道

徳

教

育

大

久

保

由

光

P
T
A
研

究

山

手

勝

憲

学
校
教
育
研
究
会
は
従
来
小
学
校
、
中
学

校
別
に
分
れ
て
い
た
が
昨
年
九
月
小
中
｝

体
と
な
っ
て
新
発
足
し
、
毎
月
一
回
合
同

研
究
会
を
も
っ
て
実
践
研
究
を
統
け
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
小
学
校
、
・
中

学
校
パ
ラ

f
＼
で
な
く
義
務
教
育
九
ヶ
年

を
一
貫
し
た
系
統
的
な
研
究
が
出
来
た
こ

と
は
劃
期
的
な
牧
麗
で
あ
っ
た
・

最
後
に
大
平
教
育
長
よ
り
講
評
に
加
え

力
強
い
蹴
励
の
言
葉
が
あ
っ
て
四
時
半
盛

会
裡
に
終
っ
た
。

公
営
住
宅
入
居
者
は

稲
村
初
次
郎
さ
ん
は
決
る

二
月
二
十
七
日
役
場
に
お
い
て
公
営
住

宅
入
居
希
望
者
一
一
十
九
世
帯
参
集
の
上
拍

せ
ん
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
日
東
町
に
住
ん

で
お
ら
れ
た
稲
村
初
次
郎
（
主
人
家
族
）

さ
ん
が
入
居
者
と
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
公
首
住
宅
は
入
居
者
の
転
出
に
よ

り
一
批
帯
分
が
塞
い
て
い
た
も
の
で

t・る



三
ヶ
年
連
続
し
て
豊
年
と
な
っ
た
の
で
今

一る
。
消
議
は
皆
h
H

様
が
使
い
な
れ
た
ウ
ス

で
は
稲
作
の
技
術
が
あ
る
か
ら
今
年
は
寛

一プ
ル
ン
で
し
て
下
さ
い
。

に
増
産
出
来
る
と
考
へ
る
の
が
人
情
で
あ

一

間
苗
代
に
つ
い
て

る
が
昔
か
ら
災
盛
岡
は
忘
れ
た
頃
や
っ
て
来

一苦
か
ら
苗
代
半
作
と
の
諺
が
あ
り
ま
す
又

る
と
云
は
れ
て
い
る
の
で
特
に
詳
細
心
の

一
み
つ
ご
の
魂
百
ま
で
の
言
葉
も
あ
り
ま
す

注
意
と
最
大
の
努
力
を
し
て
欲
し
い
年
で
一良
い
苗
で
な
い
主
増
収
は
出
来
ま
せ
ん
。

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
県
農
薬
会
議
が
四

一苗
代
の
様
式
は
保
温
折
衷
商
代
、
ピ
ニ
l

石
取
り
を
表
題
と
し
て
稲
作
研
究
さ
れ
つ

一
ル
苗
代
、
電
熱
商
代
等
で
あ
り
ま
す
。

主
あ
る
の
で
単
に
四
石
取
り
が
耳
に
入
る

一又
ビ
ニ
ー
ル
畑
商
代
も
将
来
普
及
す
る
と

と
困
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

一考
へ
ら
れ
ま
す
。

さ
て
今
年
の
稲
作
と
し
て
注
意
し
て
欲
一

芽
出
し
て
播
種
す
る
の
で
す
。

し
い
の
は
紫
蜜
英
の
雪
害
が
少
い
こ
と
で

一芽
出
し
の
方
法
は
色
々
あ
り
ま
す
が
風
呂

あ
る
。

富
山
県
は
紫
雲
英
の
助
っ
た
年
は

一を
利
用
し
た
方
が
使
利
で
す
。

湯
の
温
度

稲
作
は
悪
い
と
統
計
が
示
し
て
い
る
の
で

一が
撰
氏
の
四
十
一
一
．
度
位
の
と
き
に
入
れ
て

特
に
頭
痛
の
留
で
あ
り
そ
う
で
あ
る。

一
（
一
時
間
に
三
度
宛
下
る
と
と
）
一
晩
置

今
後
の
問
題
点
と
し
て
次
の
点
を
取
り
一き
朝
収
り
出
し
一

晩
風
呂
の
上
に
置
く
と

良
い
訳
で
す
。

常
国
代
の
肥
料
で
す
が
特

に
灰
を
多
目
に
施
し
て

昭和33年8月初日発行

稲

f午

ひ

つ

し、

て

さあ
あ
げ
て
見
た
い
。

ω
品
種
の
遺
恨

い
ね
の
品
種
は
五

t
六
品
趨
を
摘
え
る
。

天
候
で
支
配
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
特
に
台
風
が
問
題
と
な
る

県
は
早
生口
問
閣
を
奨
励
し
て
い
る
が
朝

日
町
と
し
て
は
中
晩
生
極
に
つ
い
て
増
牧

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
穂
重
型
の
品
種
の
適
す
る
土
は
砂
土

地
積
耕
土
地
術
で
あ
る
。
密
植
す
る
。

穂
数
型
の
品
開
は
、
粘
土
、
耕
土
の
摂

い
処
、
多
肥
出
来
る
地
帯
で
あ
る
。

仰
師
側
子
を
忍
び
附
帯
す
る
こ
と

良
い
極
子
で
な
い
と

m牧
し
な
い
の
で
あ

る
。
良
い
樹
子
と
は
無
病
で
あ
る
こ
と
が

第

一
条
件
で
あ
る
が
地
備
し
て
あ
る
組
子

は
如
何
で
し
ょ
う

叉
よ
く
充
実
し
た
種
子
で
な
け
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
毎
年
今
頃
に
な
る
と
庖
水
選

を
し
て
下
さ
い
と
云
ふ
が
未
だ
に
突
行
し

な
い
人
は
な
い
で
せ
う
か
。

砲
水
選
を
し

た
の
み
で
一
一
捌
も
附
牧
に
な
る
も
の
で
あ
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下
さ
い
。ω
い
ね
を
早
出
来
さ
せ
る
こ
と

平
槌
は
稲
作
安
定
と
積
極
的
な
増
政
目
的

で
あ
り
ま
す
。
県
も
早
植
を
奨
励
し
て
い

ま
す
。
特
に
朝
日
町
の
様
な
早
生
地
帯
で

は
大
切
で
す
。

早
舶
の
時
期
で
す
が
面
度
に
関
係
が
深

い
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
場
所
で
異
る
の
で

す
。
田
氏
で
地
温
、
水
温
が
十
六
度
以
上

で
な
い
と
レ
ね
の
生
育
は
困
難
で
す
。

五
月
十
日
前
後
か
ら
の
閣
制
と
な
り
ま

1
u
r
h
q
，。
栽
舶
の
密
度
で
す
が
坪
六
つ
株
佼
航
付

け
て
た
方
が
良
い
。
－
尺
＝
寸
×
主
寸
の

並
木
栽
培
が
通
風
採
光
の
点
か
ら
も
良
い

の
で
す
。

活
着
を
計
る
と
と
特
に
紫
雲
英
の
あ
っ

た
田
は
田
植
し
て
四
日
目
位
で
一
度
夜
干

を
し
て
回
の
中
へ
酸
素
を
入
れ
て
や
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

間

施

肥

に
つ
い
て

最
近
多
肥
し
て
噌
産
出
来
る
と
考
へ
ら
れ

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
之
は

一
般

と
し
て
は
危
険
で
す
。

い
ね
は
倒
伏
十
る
と
減
収
と
な
る
の
で
す

か
ら
窒
素
過
多
で
は
困
句
ま
す
。

叉
蜜
棄
が
多
い
と
穂
首
い
も
ち
病
が
漫

延
し
て
誠
牧
と
な
り
ま
す
。

土
壌
調
査
に
基
く
施
肥
を
し
て
下
さ
い

隣
隈
や
加
里
は
少
し
多
目
に
施
し
て
も
良

い
の
で
す
が
蜜
素
過
多
は
大
変
と
な
り
そ

う
で
す
ね
。
珪
酸
石
灰
は
反
当
四
袋
宛
施

し
ま
し
ょ
う
。
叉
最
近
古
土
に
つ
い
て
の

肥
効
が
現
れ
る
処
が
多
い
様
で
す
。

消
防
署
よ
り

火
災
予
防
に
つ
い
て

昨
弘
米
連
続
し
て
取
灰
か
ら
の
火
災
（
幸

い
発
見
が
早
〈
ポ
ヤ
で
終
っ
た
）
が
発
生

し
ま
し
た
。
そ
の
何
れ
も
組
が
ら
の
取
灰

で
あ
っ
て
そ
の
火
持
ち
時
間
も
私
達
の
常

識
以
上
で
あ
り
そ
の
最
も
長
い
も
の
は
三

昼
夜
も
経
過
し
た
も
の
か
ら
発
火
し
て
い

ま
す
。

近
来
民
法
も
儲
ム
へ
改
良
さ
れ
て
保
温
折
衷

商
代
に
よ
る
育
苗
が
行
な
わ
れ
そ
の
た
め

沢
山
の
阪
が
必
要
と
な
り
、
こ
の
灰
の
作

製
が
こ
れ
か
ら
方
々
で
行
な
は
れ
ま
す
が

こ
の
額
が
ら
灰
は
色
の
真
黒
な
不
完
全
燃

焼
の
も
の
が
効
来
が
良
い
訳
で
そ
れ
だ
け

に
火
災
予
防
上
か
ら
そ
の
取
扱
い
に
は
十

二
分
の
注
意
が
必
要
で
す
。

患
い
冬
も
終
り
桜
花
の
時
期
と
な
っ
て
き

ま
し
た
が
、
諜
日
本
独
特
の
異
状
乾
燥
の

季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
昭
和
九
年
函
館
大

火
の
時
に
は
僅
か
二
時
間
半
の
聞
に
二

0

0
0
0戸
の
家
が
燃
え
ま
し
た
、
一
分
間

一
一
一
戸
平
均
燃
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す

こ
の
延
焼
力
は
連
鎖
反
応
的
で
あ
り
、
火

の
燃
え
拡
が
る
聞
肢
は
火
の
燃
え
続
け
る

時
間
の
自
乗
に
比
例
す
る
と
云
わ
れ
て
い

ま
す
。
火
災
警
報
の
発
令
さ
れ
る
の
は
こ

の
様
な
状
態
の
と
き
で
あ
り
ま
す
。

当
町
で
は
昨
年

－
昨
年
共
に
一
日
二
回
も

の
出
火
さ
わ
ぎ
が
発
生
し
て
い
ま
す
幸
い

ボ
ヤ
程
度
で
消
し
止
め
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
が
若
し
火
災
の
様
態
に
発
展
す
る
と

大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す。

火
災
繁
報
の
発
令
さ
れ
た
と
き
は
火
の
取

扱
い
は
厳
軍
に
制
限
し
て
下
さ
る
よ
う
御

願
い
し
ま
す
。

春
の
火
災
予
防
運
動
は
四
月
一
日
か
ら
一

週
間
行
な
わ
れ
ま
す
。
長
い
冬
の
間
使
っ

た
煙
突
、
か
ま
ど
等
に
い
た
ん
だ
と
こ
ろ

が
無
い
か
よ
く
訓
ペ
て
思
い
所
は
至
急
直

し
て
お
使
い
下
さ
い
叉
週
間
中
に
署
員
団

員
が
査
察
に
伺
い
ま
す
か
ら
御
協
力
下
さ

る
掠
お
願
い
し
ま
す
。

尚
週
間
中
は
朝
七
時
、
晩
九
時
の
二
回
サ

イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

吹
鳴
方
法
は
十
五
砂
を
一
一一回
で
す
。

十
五
秒
六
秒
十
五
秒
六
秒

十
五
秒

鳴

休

鳴

休

鳴

朝
日
町
消
防
図
表
彰
さ
る

去
る
三
月
九
日
自
治
消
防
十
周
年
記
念

の
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
た
際
に
朝
日
町
消

防
聞
は
富
山
県
消
防
協
会
よ
り
県
下
只

一

回
の
み
優
良
消
防
問
と
し
て
表
彰
旗
を
授

与
せ
ら
れ
、
叉
左
記
の
各
員
は
優
良
消
防

職
、
問
、
ク

ラ
プ
ハ
同
放
に
一
般
協
力
者
と

し
て
授
彰
さ
れ
た
。

一
、
表
彰
旗
富
山
県
消
防
協
会

朝
日
町
消
防
団

一
、
精
紋
章

日
本
消
防
協
会

野

中

分

団

部

長

大

側

一、

精

勤

章

宮

山

県

泊
第
一
分
団

部
長

梅
沢
盤
次
郎

一、

勤
功
章
富
山
県
消
防
協
会

野

中

分

団

部

長

長

原

久

義

て

表

彰
状

富

山

県

消

防
協
会

南

保

分

間

部

長

谷

口

健

次

境

分

団

班

長

水

島

啓

三

泊
第
一
分
間
班
長

大
谷
佐
次
郎

泊
第
二
分
団
消
防
員
田
畑
栄
造

全

企

小

杉

義

教

五
ケ
庄
分
間

企

西

国
与
三
ヱ
門

大
家
庄
分
回
全
池
田
平
八
郎

山

崎

分

回

全

谷

口

宅

郎

消
防
署
消
防
司
令
補
松
原
清
作

一
、
優
良
章

全
国
少
年
消
防
グ

ラ
プ

運
営
指
導
協
議
会

泊
少
年
消
防
ク
ラ
プ
班
長
越
沢
十
三
夫

て

－
般
協
力

者

富

山
県
消
防
協
会

日
東
紡
績
K
K
泊
工
場
特
設
消
防
隊

新
町
内
会
長

泊
地
区荒

川

三

一

丁

目

坂

東

久

松

下

道

下

平

沢

平

太

郎

山
崎
地
区
羽

入

仙

名

孝

夫

棚
山

平

沢

米

吉

山

崎

新

松

田

保

制

野

山

崎

淑

次

辻

岩

崎

谷

口

甚

造

花

房

永

口

謙

治

験

町

上

村

市

兵

衛

湯

の

瀬

七

沢

久

衛

既
報
訂
正
ハ
第
一
ニ

O
号〉

五
箇
圧
地
区
新
田
町
内
会
長
篠
田
峰
次

氏
で
為
り
ま
す
の
で
訂
正
し
ま
す
。

昇



（事諸説潟~） 第 31号 あ さ 昭和33年3月20日発行 (4i ひ

日
山
県
に
お
け
る
犯
弗
の
発
生
は
、
昭
一
よ
そ
七
割
に
及
ぶ
と
い
う
現
状
で
、
自
主

和
二
十
三
年
の
一
一

O
O
O件
を
最
前
と

一防
犯
上
手
ぬ
か
り
が
い
か
に
多
い
か
を
物

し
、
そ
の
後
だ
ん
だ
ん
少
く
な
り、

昭
和
問
っ
て
い
ま
す。

二
十
七
年
は
八
九

O
O
件
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
一
つ
に
は
判
似
た
ち
の
家
庭
に
お

ど
う
し
た
こ
と
か
昭
和
二
十
八
年
か
ら
ま
け
る
自
・
ポ
防
犯
が
て
ん
で
ば
ら
ば
ら
の
忠

た
も
や
多
く
な
り
、
昨
年
は
一
て

一一二

一
レ
で
行
わ
れ
、

戸
締
り
と
い
う
こ
と
が
余

二
件
も
発
生
し
戦
後
最
高
に
の
し
上
っ
て

一
り
に
も
無
造
作
に
仔
わ
れ
、
ま
た
ド
ロ
ポ

い
ま
す
。

一
ウ
に
対
す
る
無
瞥
政
の
た
め
に
、
案
外
自

そ
れ
で
は
ど
ん
な
犯
罪
が
多
く
発
生
し

一
主
防
犯
上
の
欠
点
を
し
ら
ず
し
ら
ず
の
う

て
い
る
か
と
申
し
ま
す
と
、
そ
れ
は
窃
爺

一
ち
に
見
逃
し
て
い
る
か
ら
だ
と
申
し
て
よ

で
あ
り
ま
す
。
戦
前
は
年
聞
大
体
二
、
一
三

く
、
何
ん
と
し
て
も
三
人
寄
れ
ば
文
獄
の

O
O件
く
ら
い
の
発
生
を
玖
て
い
た
も
の

一智
恕
の
た
と
い
の
と
お
り
町
や
村
の
力
を

が
、
戦
後
は
お
よ
そ
六
、
五

O
O
件
く
ら
一集
め
、
共
同
の
力
に
支
え
ら
れ
た
白
、支
防

い
に
も
な
り
、
一一一倍
弱
の
激
附
綴
り
合
一川
一犯
活
動
を
思
一災
に
押
し
進
め
、
互
に
思
議

し
て
い
ま
す
。

一
し
て
防
犯
上
保
づ
か
ぬ
同
点
を
一
つ
－
つ

こ
の
こ
と
は
同
の
経
済
状
態
が
よ
く
な
一
比
山
し
て
改
将
に
つ
と
め
て
ゆ
き
た
い
。

ら
な
い
か
ら
と
い
号
原
因
も
あ
り
ま
し
ょ

－

こ
の
芯
味
に
お
い
て
誕
生
問
も
な
い
町

う
が
、
そ
れ
よ
り
も
っ
と
大
切
な
こ
と
は

一
や
村
の
防
犯
組
合
を
育
て
上
げ
る
こ
と
が

私
た
ち
の
家
庭
ぞ
駿
場
の
自
主
防
犯
を
も
一犯
罪
へ
の
防
波
提
を
築
い
て
ゆ
く
道
路
に

防

犯

組

合

を

中

心

に

自

主

防

犯

活

動

を

計

画

的

に

r・、F
、，
E
〉
、，唱、，、
J
巴
E

，、J
3
‘．t
、，‘
J
t
1
・、

、、．目、J
，、，
h

、
、》、）、、、、
J

、，、
P
R，，‘
3

、J
、F
、，
席、J
t

っ
と
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
一
お
い
て
必
嬰
な
こ
と
と
瓜
わ
れ
ま
す
。

こ
と
で
す
。

一

そ
し
て
防
犯
組
合
が
脊
っ
か
一
の
か
は

一

．
そ
れ
で
は
ど
う
す
る
こ
と
が
口
主
的
犯
一
に
こ
れ
を
構
成
す
る
役
員
の
熱
意
如
何
に

か
と
レ
L
ま
す
と

一一か
か
っ
て
お
り
、

反
而
椛
成
此
の
方
も
役

い
う
ま
で
も
な
く
他
人
か
ら
言
わ
れ
る
一一員
に
対
L
警
・
祭
の
御
用
聞
き
と
い
う
よ
う

ま
で
も
な
く
自
分
の
家
が
、
ド
ロ
ポ
ウ
に

一一
な
白
眼
視
せ
ず
、
互
い
の
家
庭
の
平
和
と

ね
ら
わ
れ
な
い
よ
う
に
家
藤
み
ん
な
で
力
一

を
あ
わ
せ
て
注
意
す
る
と
と
が
自
主
防
犯
一
安
全
に
直
接
結
び
つ
く
こ
と
を
考
え
ら
れ

で
す
。
と
巾
し
ま
す
と
広
の
家
は
、
お
れ

一
て
‘
今
年
は
ど
う
し
て
も
、
も
よ
り
の
駐

の
会
社
は
大
丈
夫
だ
と
申
さ
れ
る
か
も
知
↑引
所
、
派
出
所
の
瞥
続
行
と
も
よ
く
辿
絡

れ
ま
せ
ん
が
、

災
際
は
必
ず
し
も
そ
う
で

一
し
、
相
談
相
手
と
も
な
っ
て
も
ら
い
、
防

な
い
の
で
す
。

一犯
診
断
、
夜
務
、
位
保
訓
紙
、
防
犯
灯
の

窃
盗
の
な
か
で
も
、
最
も
多
い
侵
入
窃
一
段
位
な
ど
製
践
的
活
動
を
織
込
ん
だ
務
提

盗
、
た
と
え
ば
忍
込
、
あ
き
巣
、
土
蔵
一
政
一計
凶
と
で
き
る
限
り
、
必
要
経
費
の
財
源

り
、
良
家
の
作
業
納
屋
等
を
ね
ら
う
小
屋
一

I

一を
得
て
計
画
的
な
自
主
防
犯
活
動
を
少
し

荒
し
等
に
つ
い
て
、
｝
昨
年
及
び
昨
年
の
一

被
密
状
況
を
検
討
し
て
み
る
と
、
出
入
口

一づ
つ
で
も
押
し
進
め
て
犯
罪
に
備
え
て
い

の
戸
締
り
を
忘
れ
た
と
か
、
カ
ギ
の
段
側
一
た
ど
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

が
な
い
と
い
う
隙
を
ね
ら
わ
れ
た
の
が
お

一

（
入
者
笹
祭
磐
）

土
咽
丘
町
岡
田
恥
火
活
川

に
つ
い
て

・
申
込
を
さ
れ
た
後
は
、
当
所

4
司

d

’
t
4

－－員

E
F

で
紹
介
さ
れ
た
方
と
の
臨
し
合
い
の
結
栄

に

つ

い

て

も
成
立
不
成
立
に
か
か
わ
ら
ず
よ
そ
で
の

－
話
の
出
来
た
川
場
合
も
必
ず
お
知
ら
せ
下
さ

娘
三
人

持

っ

て

い

た

ら

一

財

股

喰

っ

て

一

－

一
レ
。
＠
成
立
す
れ
ば
・
双
方
か
ら
各
一

O

し
ま
4
封
建
悦
の
町
の
結
婚
式
は
笑
い
話
一j
一
O
O
円
以
内
を
記
念
と
し
て
い
た
だ
き
支

し
で
な
〈
み
な
さ
ん
の
近
辺
に
あ
る
深
眠
一h
一
す
。
＠
結
納
及
び
挙
式
に
つ
い
て

・
従
来

な

る

問

題

で

あ

る

。

一

一
の
封
建
的
な
習
慣
を
廃
め
て
い
た
だ
く
た

今
日
も
幾
組
か
の
結
婚
式
が
挙
げ
ら
れ
一
一
め
に
、
そ
の
様
式
方
法
等
成
乱
と
冗
費
を

従
来
の
習
慣
か
ら
又
隣
近
所
の
見
栄
か
ら
一
一
省
い
て
簡
素
で
し
か
も
断
簡
に
と
り
行
い

脱
却
す
る
こ
と
な
く
青
息
吐
息
の
親
御
さ

一一
堅
実
で
幸
福
な
新
生
活
に
入
っ
て
も
ろ
う

ん
逮
が
み
な
さ
A
の
直
ぐ
傍
に
い
る
。
一
一
う
立
ち
入
っ
て
御
相
談
に
応
じ
ま
す
。

従
来
の
封
建
性
の
結
婚
式
結
納
等
を
打
一

t

放
し
立
の
幸
稿
を
見
い
出
そ
う
と
叫
ぶ
折

一

か

ら

一

朝
B
町
に
結
婚
相
賊
所
が
出
来
た
な
ら
ば
一

こ
の
相
談
所
は
結
婚
を
息
ん
で
お
ら
れ

一

る
方
々
に
適
当
な
相
手
を
お
知
ら
せ
も
し
一

結
婚
の
本
納
税
に
訴
ず
く
幸
福
な
結
婚
へ
の

一

カ
ぞ
へ
を
し
ま
す
J

婦
人
会
青
年
団
の
役

一

一日
が
中
心
と
な
り
町
内
各
校
下
鯛
人
会
背
一

｝
年
間
の
組
織
及
び
そ
の
他
必
嬰
な
各
組
随
一

軍関
と
の
連
絡
を
悦

E
に
は
か
り
、
申
込
受
一

付
、
紹
介
、
結
納
、
結
婚
等
、
結
婚
に
つ
一

い
て
の
全
般
の
相
談
及
、
指
導
に
あ
た
り

一

ま
す
。

一

相
設
日

及

び

手

続

一

相
談
日
は
毎
月
一
目
、
十
五
日
の
二
固
と
一

し
午
后
一
時
J
三
時
婦
人
会
館
に
て
行
い

一

ま
す
。
当
所
側
付
の
所
定
用
紙
に

・
本
人
一

の
自
筆
で
出
来
る
だ
け
詳
し
く
あ
り
の
ま

－

L

書
い
て
下
さ
い
。

－
健
康
な
心
身
の
保

一

証
を
持
つ
方
の
み
の
申
込
み
を
受
け
ま
す
一

．
最
近
の
写
其
と
巾
込
料
一

O
O円
を
添

一

え
て
お
出
し
下
さ
い
。
仙
柑
別
述
隔
の
川
場
合

一

は
別
売
品
が
当
該
地
に
お
も
む
を
そ
の
た

一

め
山
沢
賢
を
蹴
く
場
合
も
あ
り
ま
す。

一

＠
身
許
制
査

（
聞
き
合
せ
〉
に
つ
い
て

一

．
結
婚
の

E
要
性
に
鑑
み
紹
介
後
各
人
慎

一

軍
に
充
分
調
査
し
て
下
さ
い
。
尚
当
所
御

一

利
用
の
向
き
は
出
来
る
限
り
調
査
に
応
じ

一

ま
す
。
＠
・
交
際
に
つ
い
て

・
紹
介
及
調
査

一

後
随
意
に
交
際
し
て
互
に
よ
く
知
り
理
解
一

を
深
め
て
下
さ
い
。
＠
相
股
所
と
の
連
絡
一

ド
ミ
カ
国
の
移
住
者

一
、
ド
ミ
ニ
カ
国
コ
1
ヒ
栽
培
移
住
者
募
一一

①
携
行
資
金
七
万
円
以
上

集
要
領

一一

そ
の
他
詳
細
は
産
業
課
長
林
係
に
お

ω県
の
推
薦
期
日

一一

問
ム
ロ
ぜ
下
さ
い
。

第
一
次
二
月
二
十
日
迄

一一

ハ
朝
日
町
産
業
陳
〉

第
二
次
三
月
二
十
日
迄

一
、，
．．．． 

1
J
－J
－－－Ji
f－－J
t
j’、
．f
－J

第
三
次
四
月
二
十
日
迄

昭

和

三

十

三

年

度

第
四
次
五
月
二
十
日
迄

一一

朝

日

町

連

合

青

年

団

役

員

第
五
次
六
月
二
十
日
迄

一

間
移
住
者
の
資
格

一団

長

①
段
業
者
で
あ
る
こ
と

一副

団

長

①
開
拓
意
欲
が
旺
盛
で
み
め
る
こ
と

一
g

①
世
帯
の
構
成
は
一
夫
婦
を
基
幹
と
し

・u
H

て
六
人
程
度
の
自
然
家
族
で
あ
る
と

一総
務
蚤
員
長

と
（
十
二
才
以
上
の
磁
動
者
三
人
以

一削

蚤

員

長

上
で
あ
る
こ
と〉

文
化
安
比
長

①
枇
椛
此
は
す
べ
て
身
体
強
他
で
伝
染

1

蚕
口
口
封

・
糾
そ
の
他
肉
体
的
欠
附
の
な
い
こ
と

産
業
蚕
員
長

＠
思
想
堅
実
で
犯
賄
そ
の
他
社
会
的
行

為
を
し
た
事
の
な
い
こ
と

－副

委

員

長

①

Y
二
カ
国
に
永
住
の
目
的
で
渡
航
一体
育
委
員
長

す
る
こ
と

一
副

委

員

長

ω入
植

条

件

家

政

要

民

長

①
土
地
一
世
帯
当
り
約
十
二
町
歩
が
無
一副

奈

良

長

企
移

民

募

集

V

償
明
夜
用
を
許
さ
れ
3

1
ヒ
栽
熔
地

の
鉱
践
と
豆
類
、
パ
ナ
ナ
、
プ
ド
1

果
物
の
殺
地
を
行
う
が
将
来
無
償
で

純
波
さ
れ
る
。

①
・2
1
ヒ
苗
木
等
は
圏
の
教
助
が
あ
り

問
問
肉
除
去
機
、
乾
燥
機
等
は
与
え
ら

れ
大
木
の
伐
採
、
道
路
、
給
水
施
設

等
は
国
が
負
担
す
る

①
住
宅
は
国
が
建
設
し
無
償
で
使
用
を

許
さ
れ
家
具
、
什
器
が
与
え
ら
れ
る

＠
農
具
、
種
子
、
肥
料
、
殺
虫
剤
は
第

一
回
作
付
分
は
無
償
で
教
育
は
教
科

部
、
文
即
日
目
、
授
業
料
は
い
ら
な
い

①
渡
航
費
は
貸
付
さ
れ
返
済
は
四
年
据

位
八
ヶ
年
で
元
利
均
等
年
賦
償
還
す

る。

藤
田
安
正
ハ
大
家
庄
）

道
用
賀
之
〈
南
保
〉

水

島

監

喜

（

境

〉

柳
沢
今
朝
美
（
山
崎
）

道
用
賀
之
（
南
保
）

水
野
明
（
大
出
家
庄
〉

長
井
方
悲
〈
笹
川
）

中
山

政
一
（
野
中
〉

松
下
淑
二
（
南
保
）

大

森

弘

ハ

山

崎

）

高

田

周

一
（
大
家
圧
〉

九
里
鹿
盛
（
山
崎
〉

弓
野
桂
子
（
大
家
庄
）

吉
田
幸
子
（
南
保
〉


